
 

１．目 的  

〇全国社会福祉協議会では、1968 年（昭和 43）年の「市町村における当面の活動指針」において福祉教育

を明文化し、これからの社協活動における福祉教育の必要性を提起しました。以後、今も多くの市町村

社協では、高齢者や障がい者の疑似体験などの福祉教育の学び方だけが踏襲され、これからの我が国に

おける地域共生社会の実現のための福祉教育・ボランティア学習のあり方が問われています。 

〇本研修では、ともに支え合う心豊かな地域共生社会の実現に向けて、学校と地域がともに学び福祉意識

の一体的な向上を目指すことを目的として開催しています。 

 

２．主催       大野城市社会福祉協議会 

３．後援       大野城市（予定）、大野城市教育委員会（予定） 

４．協力       一般社団法人福岡県障がい者スポーツ協会 

           啓発キャラバン隊まどか（大野城市手をつなぐ育成会、大野城市障がい者施設団体連絡協議会） 

５．日時・会場    令和６年７月２９日（月）１０時～１５時 

       福岡自治研修センター（愛称：まなびのやど福岡） 住所：大野城市大字乙金８番地１ 

６．参加対象者    （１）市内教職員 

              ・福祉教育推進校の先生 

・福祉・ボランティア学習を計画している先生 

・主幹教諭の先生 など 

（２）地域関係者（区役員、民生委員児童委員、福祉委員など） 

（３）社会福祉施設職員 

（４）福祉教育・ボランティア学習に興味のある方 など 

７．参加定員     先着９０名 

８．参加費      無料 

９．申込方法     ①別紙申込用紙の提出（FAX）または、申込専用フォームからお申込みください。 

           ②昼食をご希望のされる方は、別紙「福岡自治研修センターレストラン 昼食申

込表」をご提出ください。なお、お支払は当日１０時までに食券販売機で食券

（キャッシュレス決裁可）を購入してください。 

           申込期限：７月１１日（木）１７：００まで 

令和６年度 福祉教育基礎研修会（通算第１０回） 

開催要項 



 

１０．プログラム 

9：00 開場  

9：30 受付  

10：00 開会 主催者挨拶 

10：05 
説明 

「スクールコミュニティと福祉教育について」 

講師：大野城市教育委員会 教育支援課 主幹指導主事 平井 源樹 氏 

10：20 

基調講演 

「地域の福祉力･教育力を活かした福祉教育実践とは」 

～子どもたちを取り巻く環境・課題共有と学校・家庭・地域の協働の今日的

意義～ 

講師：ふくしと教育の実践研究所 SOLA(Social−Labo) 

主宰 新崎 国広 氏 （元大阪教育大学教授） 

12：00 
休憩 ※事前注文に限り、レストランでの昼食を注文できます。 

13：00 

テーマ別講座 

【選択制】 

① 「福祉教育の観点からの特別支援教育」 

 講師 新崎国広 氏 

② 「パラスポーツ・ボッチャ体験」 

 講師 福岡県障がい者スポーツ協会 

③ 「知的障がい疑似体験『障がいってどんなこと？』」 

 講師 啓発キャラバン隊まどか 

14：15 休憩  

14：30 全体まとめ  

15：00 終了  

 

お問合せ 

  大野城市社会福祉協議会 地域課 

担当：永田・石本 

  〒816-0934 大野城市曙町 2-3-2 

  電話：092(572)7700 / FAX：092(593)5829 / E-mail：shakyo@onojo-vc.jp 

 

 

 

 申込専用フォーム   
 

 

 

 



〇参考資料 

 

＜基調講演 講師プロフィール＞ 

新崎国広（あらさき くにひろ） (社会福祉士) 

「ふくしと教育の実践研究所 SOLA」主宰/元 大阪教育大学教授 

一般社団法人 ボランティア・市民活動センター支援機構おおさか理事 

 

＜職歴・教職歴＞ 

1978 年、肢体不自由児施設にてソーシャルワーカー兼ボランティアコーディネーター 

として従事。働きながら、社会福祉士資格取得、大阪教育大学大学院修士課程修了。  

1999 年 4 月、専門学校専任講師、2001 年 4 月 中部学院大学助教授。 

2003 年 4 月より大阪教育大学教育学部発達人間福祉学講座 准教授。 

2017 年 4 月より大阪教育大学教育協働学科教育心理科学講座 教授。 

          大阪教育大学大学院教育学研究科 教育ファシリテーションコース 教授。 

2020 年 4 月より大阪教育大学教育協働学科教育心理科学講座特任教授。2023 年 3 月退職 

2023 年 4 月より「ふくしと教育の実践研究所 SOLA(Social Labo)」主宰  

2023 年 4 月からは、大阪教育大学・関西大学・桃山学院大学等非常勤講師  

 

＜著 書＞ 

     『教育支援人材とチームアプローチ-社会と協働する学校と子ども支援』、書肆クラルテ、2016 

     『新・福祉教育実践ハンドブック』 （分担執筆）全国社会福祉協議会、2014 

     『なぎさの福祉コミュニティを拓く-福祉施設の新たな挑戦』(編著)大学教育出版、2013 

     『岡村理論の継承と展開 第 2 巻自発的社会福祉と地域福祉』(分担執筆)、ミネルヴァ書房、２０12 

     福祉教育教材集『ぬくもり』（執筆・監修）、全８１頁、大阪府教育委員会、2010 

『ボランティア論』（分担執筆）ミネルヴァ書房、2010  

     『ソーシャルインクルージョンへの挑戦』（分担執筆）明石書店、2007 

     『先生のための福祉教育ガイド』(編著)、滋賀県社会福祉協議会 、2007 

     『福祉教育のすすめ』（編著）ミネルヴァ書房、2006 

     『社会福祉施設ボランティアコーディネーションのめざすもの』編著 久美株式会社 、2005 

     『社会福祉施設ボランティアコーディネーションの実際』監修・執筆 久美株式会社、2005 

     『よくわかる社会福祉』『よくわかる地域福祉』（分担執筆）中央法規出版、2002 

     『ボランティアのすすめ』（分担執筆）ミネルヴァ書房、2005 

 

＜社会的活動＞ 

   一般社団法人ボランティアセンターセンター支援機構おおさか 代表理事 

   日本教育支援協働学会 理事 

内閣府 「子供・若者支援地域ネットワーク強化推進事業」 

及び「子ども・若者総合相談センター強化推進事業」アドバイザー 

大阪府「多機関・多分野が協働した包括的な支援体制の構築に向けた市町村支援事業」 

スーパーバイザー 

    東大阪市・豊中市・吹田市・河内長野市社会福祉協議会 CSW スーパーバイザー 

    豊中市社会福祉協議会 理事 

 


